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家 兎 ニ 於 ケ ルAlkohol投 與 研 究

(Widmark氏 法 追 試 成 績)

岡 山醫科 大學柿 沼,北山内科教室
(主任 柿沼教授 北山教授)

醫學士 鵜 飼 昌 雄

[昭 和14年12月1日 受 稿]

第1章 Widmark氏 法 追 試 成 績

血 中Alkohol量 ノ微 量 測 定 ハ 從來 法 醫學 的 方

面 ニ於 テ發 達 ヲ遂 ゲ タ リシガ,1922年Widmark

ガ血 中Alkohol量 測 定 ノ一 方 法 ヲ考 案 以來 廣 ク

應 用 セ ラ ル ル ニ至 リ,1935年Jungmichelハ

Widmark氏 法 ノ意 義 ニ就 キ テ モ數 學 的 ニ檢 討 ヲ

試 ミ,Hegler又 患 者 ノ多數 ニ用 ヒ倶 ニ該法 ハ法

醫 學,臨 牀 學 上 用 フル ニ足 ル最 上方 法 ナ リ ト述 ベ

タ リ.余 モ亦 此 方 法 ヲ追 試 シ テ次 ノ結 果 ヲ得 タ リ.

即 チ可 檢 液 トシ テ第1表 ニ示 セル 如 ク,0.6‰,

0.42‰, 0.704‰, 2.556‰ ノAlkohol蒸 溜 水 溶 液

ヲ夫 々Widmarkノ 「カ ビ ラー レン」ニ採 リテ其 ノ

重 量 ヲ計 リ,計 算 ニテ求 メシAlkohol量(絶 對 値)

竝 ニ還 元 サ レ タル 「重 ク ロー ム酸 加 里」 ノ値 ヲ求

メ,k=Alkohol/「重 ク
ロー ム酸 加里」 ヲ求 メシニ次表

(第1表)ノ 如 シ.

第1表
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以上W.氏 法 ハ既 ニ 同氏 原 著 ニ詳 細 記 載 アル モ,

以下 其 ノ要 綱 ヲ詳記 ス レバ,

可 檢 液0.1g内 外 ヲWidmark氏 裝 置Aニ 採

リ,同 液 中 ノAlkoholヲ,50°-60℃ ノ温 度 ニテ

2時 間(±15分),Widmark氏 裝置Bニ 豫 メ用意

セ ル1ccノ 「重 ク ロ ー ム酸 加 里」硫酸 溶 液(Alkohol
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2674 鵜 飼 昌 雄

Widmark氏 裝 置

(略 圖)

量5‰ 迄 ヲ計 ル ニハ,再 結 晶 セル純 「重 ク ロ ー ム酸

加 里 」0.25gヲ1ccノ 蒸 餾水 中 ニ溶解 シ,其 ノ 上

へ純 濃 硫 酸 ヲ100cc迄 加 ヘ タル溶 液,1‰ 以 下 ノ

Alkohol量 ヲ計 ル ニハ 上 記「重 ク ロー ム酸 加 里 」量

ヲ0.05gト セ シ溶 液)中 ノ純 硫 酸 ニテ蒸 餾吸 收 セ

シ メ,之 ヲ過 剰 ノ純硫 酸 ノ存 在 ニ テ一定 量 ノ 「重

ク ロー ム酸 加 里」ニテ酸 化 シ,此 「重 ク ロー ム酸 加

里 」ノ殘 量 ヲ 「チ オ硫 酸 ナ トリウ ム液 」ニチ 滴定 シ,

Widmark氏 計 算 式

X=k×(b-a)

(Xハ 求 ムルAlkohol量,bハ 盲 檢 ノ際 ニ滴

定 消 費 セ ルN/100「 チ オ硫 酸 ナ トリウ ム液 」 ノ

cc數 ノ100倍,aハ 可 檢 液 滴 定 ニ際 シ 消 費 セ ル

N/100「 チ オ硫 酸 ナ トリウム 液」ノcc數 ノ 100倍

ナ リ.)

ニ依 リテAthylalkohol重 量 「ブ ロセ ン ト」ヲ算 出

スル ナ リ.

kハAthylalkohol量 ヲ,還 元 サ レタル 「重 ク ロ

ー ム酸 加 里」 ノ量 ヲ 「チ オ硫 酸 ナ トリウ ム液」ニテ

滴 定 スル ニ要 シ タ ルcc數 ノ100倍 ニ テ除 シ タル

モ ノ ニ シ テ,W.氏 ハN/100「 チ オ硫 酸 ナ トリ ウ ム

液 」 ヲ使 用 シk=1.13γ ナル 價 ヲ得 タ リ.

余 ハN/200「 チ オ硫 酸 ナ ト リウム液 」 ヲ用 ヒシ

ニ,第1表 ニ示 セ ル如 ク各 可 檢 液 ニ於 ケル 平 均値

トシ テk=0.565γ ナル價 ヲ得 テ,Widmarkノ 場

合 ノ價 ト一致 セ リ.嚴 密 ニ 言 ハ バ 日本 藥 局 方 純

Alkoholハ15℃ ニ テ,99.46-99.66容 積%, 99.11

-99 .44重 量%ノ 純Athylalkoholヲ 含 有 スル モ

上述 ノ計 算 式(k=0.565γ)ニ テ得 タル價 ヲ其 ノ

儘Athylalkohol量 ト見做 シ テ差 支無 カ ル ベシ.

又 本法 ヲ血 液,尿 ニ應 用 スル 場 合 之等 ノ中 ニ含 有

セ ラル ル爾 他 ノ揮發 性還 元 物 質 ヲモ 同 時 ニ定 量 ス

ル コ ト トナ ル モ,之 等 物 質ハ 血 中 及 ビ尿 中 ニハ 極

メテ微量 ナ ル ヲ以 テ,以 下 ノ實 驗 ニ於 テ指 示 「ブ

ロ セ ン ト」ヲ直チ ニAthylalkohol量 ト見做 シ テ可

ナ リ.併 シ既 ニWidmarkモ 述 ベ タ ル如 ク,「アセ

トン」 ノ血 中 ニ存 在 スル時 ハ,此 方 法 ニ テ ハ血 中

Athylalkohol量 ヲ誤 ル惧 レア リ.

第2章 家兎ニ於ケルAlkohol投 與實驗

第1節 緒 言

生體 ニ 於 ケ ルAlkohol投 與 實 驗 ハ1908年

Grehantガ 犬 ニ試 ミ タ ル ヲ嚆 矢 ト ナ シ,爾 後

Nicloux, Mellanby, Southgate, Edkins u. Mur-

ry, Voltz u. Dietrich, Faure u. Loewe, Prin-

gsheim, Schweisheimer, Kuhn, Tuovinen等

ノ研 究 ア リシ モ,臨 牀 ニ之 ヲ採 擇 シタ ルハDell'

Acqua (1932)ニ シ テ,同 氏 ハ 内 科 的 患者(脂 肪

過 多症,甲 状 腺 機 能 亢 進症,糖 尿 病 等)ニ 就 キ テ

Alkoholヲ 投 與 シ,其 ノAlkohol血 曲線 ヲ研 究

セ リ.我 國 ニテ モ平 野,谷 藤等 ノ發 表 相踵 イテ出

デ,現 今 ニ テハ臨 牀 的 ニモ 亦 各方 面 ニ於 テ之等 ノ

研 究 相 當盛 ニ ナ リ ツ ツア リ.余 ハ先 ヅ種 々 ナル 量

ノAlkoholヲ 經 口 的 ニ家 兎 ニ投 與 シ,其 ノ血 中 竝

ニ尿 中Alkohol量 ノ消 長 ヲ測 定 セ リ.

第2節 實驗 材 料 及 ビ實 驗 方法

實驗 ニハ2kg内 外 ノ健常雄性家兎 ヲ早朝空腹時

ニ使 用シ,成 績 ヲ比較 ス可 キ夫 々ノ家兎 ニ就 キテ
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ハ實 驗 中 ノ周 圍 ノ條 件 ヲ可及 的 同 一 ニナ シタ リ.

Alkohol溶 液 ハ 日本 藥 局方 純Alkoholヲ 蒸 餾 水

ニ テ10%ニ 稀 釋 シ,胃 消息 子 ヲ使 用 シ テ經 口的

ニ投 與 セ リ.採 血 ハ總 テ耳 朶 靜 脈 ヨ リWidmark

氏 考 案 ノ「カ ピ ラー レ ン」ニ テ施 行 シ,採 尿 ハNe-

laton氏 「カ テ ー テル 」 ヲ以 テ各 時 間 毎 ノ尿 ニ就

キテ測定 セ リ.血 中竝 ニ尿中Alkohol量 測定 ハ

Widmark氏 法 ニ依 レリ.

第3節 投 與Alkohol量 ヲ異 ニセ ル

場 合

第1項 實驗成績

第2表

第2表 ニ示 セ ル如 ク,其 ノ血 中Alkohol濃 度 ハ,

10% Alkohol溶 液pro kg 0.1cc投 與 ニ於 テハ1

時間 後 ニ最 高 値(家 兎Nr. 1. 0.0552‰)ニ 達 シ,

且1時 間30分 後 ニ於 テハ 最 早 原 値 ニ復 セ ル ヲ ミ

ル モ,同 液0.2cc投 與 ニ於 テモ 同 ジク1時 間 後 ニ

最 高値(家 兎Nr. 1. 0.1186‰; Nr. 2. 0.1525‰;

Nr. 3. 0.0708‰)ニ 達 スル モ其 ノ値 前者 ヨ リ明 カ

ニ高 ク,且 元 ニ復 スル ニ モ4時 間 以 上ヲ要 シ,明 カ

ニ前 者 ヨ リ遲 延 ヲ示 セ リ.次 ニ同液pro kg 0.4cc

及 ビ0.5cc投 與 ノ場 合 ハ1時 間後 ニ最 高値(家 兎

Nr. 4. 0.1977‰; Nr. 5. 0.2994‰; Nr. 6. 0.1977‰)

ニ達 シ,前3家 兎 ノ場 合 ヨ リ明 カ ニ高 ク,且 元 ニ

復 スル ニ5時 間 位 ヲ要 シ,之 又前 者 ヨ リ遲 延 ノ傾

向 ヲ示 シ タ リ.

次 ニ尿 中Alkohol濃 度 ハ

第3表

第3表 ニ示 セ ル如 ク,10% Alkohol溶 液pro kg

0.1cc投 與 ノ場 合 ハ1時 間後 ニ最 高 値(家 兎Nr. 7.

0.0678‰)ニ 達 シ,1時 間30分 後 ニハ元 ニ復 セ シ

モ,同 液pro kg 0.2cc投 與 ノ場 合 ハ2時 間 後 ニ最

高 値(家 兎Nr. 8. 0.0847‰)ニ 達 シ,前 者 ヨ リ高

値 ヲ示 シ,且 元 ニ復 スル ニ モ3時 間 ヲ要 シ前者 ヨ

リ遲 延 ヲ示 シ タ リ.

第2項 總 括 及 ビ考 按

以 上 ノ實驗 成績 ヨ リ明 カ ナ ル如 ク,各 家 兎 ニ於

テ投 與Alkohol量 ノ多 キ 程 其 ノ 血 中 竝 ニ尿 中

Alkohol濃 度 曲線 及 ビ最 高 濃 度 點 モ高 ク,且 元 ノ

濃 度 ニ復 スル ニ長 時 間 ヲ要 セ リ.コ レ即 チDas

Gesetz von Grehant-Niclouxニ 一 致 スル 所 ナ

リ.偖 又 前 述 諸 實 驗 ニ於 テモ 示 セ ル如 ク,血 中 竝
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ニ尿 中 ニハ 生理 的 ニ若 干 ノAlkohol量 ヲ有 ス
.之

等 生 理 的Alkohol含 有量 ニ就 キ テハ,古 來 多 ク ノ

學 者 ニ依 リ測 定 セ ラ レタ ル處 ニ シテ,既 ニ1924年

Kuhnハ 實 驗 的 研 究 ノ結 果,人 血 ノ生理 的Alkohol

含 有 量 ハ 平 均0.021351‰ (21mg pro Liter)ナ ル

數字 ヲ擧 ゲ タ リ.近 ク ハ1932年Widmarkハ 人

血 中 ニハ 生 理 的 ニ0.03‰ ヲ含 有 ス ト述 ベ,同 年

Dell Acquaハ 人血 ニ就 テ健 康者 或 ハ病 者 種 々 ナ

ル 場 合 ニ於 テNuchternwertト シ テ記 載 セ リ.又

Pringsheimハ 家 兎血 液 ニ ハ 生 理 的 状 態 ニ 於 テ

0.018‰ ノAlkoholヲ 有 ス ト言 ヒタ リ.余 ノ成

績 ヲ通 覽 スル ニ家 兎 空 腹 時 ノ血 中Alkohol量 ハ6

頭 ニ就 キ テ ミル ニ最 高0.0301‰,最 低0.0112‰ ニ

シ テ平 均 値 ハ0.0192‰ ナ リ.抑 々生體 内Alkohol

ノ發 祥 ニ關 シテ ハFordハ 生體 内 ニ存 スル葡 萄糖

ガ 源 泉 トナ リテAlkoholト 炭 酸 瓦 斯 ニナ リ,其 ノ

Alkoholハ 更 ニ水 及 ビ醋 酸 トナ リ,醋 酸 ハ更 ニ水

ト炭 酸 瓦斯 ニ分 解 ス ト言 フモ併 シ現 今 ニ於 テ最 モ

信 ゼ ラル ル 説 ハEmdenノ 夫 ニ シ テ,含 水 炭 素 代

謝 ノ中 間 産 物 又ハ 副 産 物 トシ テ 化 生 スルAlkohol

ハ次 ノ如 キ經 過 トナ ラ ソ ト想 定 セ リ,即 チ

斯 ク ノ如 ク生 體Alkoholノ 生 成 ハ,概 ネ含 水 炭素

物 質代 謝 ノ體 内 ニ於 ケ ル 中 間 又ハ 副 産 物 トシテ生

ズ ト信 ゼ ラル ル モ,又 一方 食 物 トシ テ攝 取 セ ラ レ

タル 含水 炭 素 ハ 消 化 管 中 ニテ葡 萄 糖 ニ ナ リ,更 ニ

細 菌,醸 母 菌 等 ノ作 用 ニ依 リAlkoholニ 化 生 シ,

其 ノ儘 腸管 ヨ リ吸 收 サ ルル(Tuovinen)コ トモ考

ヘ ラル.併 シ青 木 等 ハ 前者 ノ方 生 體Alkoholニ 重

大 意義 ヲ有 ス トナ セ リ.

故 ニ正 常 時 ニ於 テ血 中,尿 中 ニAlkoholヲ 若 干

含 有 セル コ トハ 明 カ ナル モ,其 ノ量 僅 少 ニシ テ,

余 ノ實 驗 ニ於 ケルAlkohol消 長 ヲ按 ズ ル 上 ニ,

其 ノ量 ノ變 動 ヲ大 シテ 考慮 ニ容 ル 可 キ程 ノ量 ト考

ヘ ズ.

第4節 同一家兎ニAlkohol同 量ヲ時ヲ異ニシテ投與セル場合

第1項 實驗成績

第4表

第4表 家 兎3例 ニ於 キ テ血 中Alkohol量 ヲ ミル

ニ,既 ニAlkoholヲ 投 與 セザ ル 空 腹時 ニ於 テ モ其

ノ値0.0167-0.053‰ ノ間 ニア リ テ,カ ナ リ個 體 ニ

依 ル差 ヲ示 スモ,10% Alkohol溶 液pro kg 10cc

投 與 後 最 高 ニ達 スル時 間 ハ 何 レモ 軌 ヲー ニシ テ1

時 間 後 ニ シ テ,日 ヲ異 ニ スル モ3例 中1例(家 兎

Nr. 11)ハ0.0960‰ ノ差 ヲ示 シ タル モ,他 ノ2例

(家 兎Nr. 9, Nr. 10)ハ 略 々同 程 度 ノ値 ニ達 シ タ

リ.而 シ テ元 ニ復 スル時 間 ハ各 家 兎 トモ 日 ヲ異 ニ

スル モ略 々5-6時 間 ナ リ.但 シ各 家 兎 ニ ヨ リ各 時
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第5表
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間 毎 ノ血 中Alkohol濃 度 値 ニハ 若 干 ノ差 異 ヲ示

シ,又 同 一 家 兎 ニ 就 キ テ假 令同量 ヲ與 フル モ實 驗

日 ヲ異ニ ス レバ,其 ノ血 中Alkohol濃 度 曲線 ニハ

多 少 ノ差 異 ヲ示 シ タ リ.

 次 ニ同量 投 與後 ノ尿 中Alkohol量 消長 ヲ ミル

ニ,(前 頁,第5表 參 照)

第5表 ノ如 ク,多 ク ノ場 合 最 高濃 度 ニ達 スルハ 血

中 ヨ リ約1時 間遲 レ,投 與 後2時 間 ニ シ テ,而 シ

テ元 値 ニ復 スル時 間 モ亦 血 中 ノ夫 ヨリ 稍 々遲 レ大

凡6時 間 後 ナ リ.各 時 間毎 ノ尿 中Alkohol濃 度

ハ,各 家 兎 ニテ若 干 異 ナル 値 ヲ示 シ,又 同 一 家 兎

ニ就 キ テ同 量 ヲ與 フル モ,實 驗 日 ヲ異 ニ ス レバ矢

張 リ血 中Alkoholト 同樣 多 少 ノ差 異 ヲ示 シ タ リ.

又 實 驗 中 尿 中 ニ排 泄 サ レタルAlkohol全 量 ハ 個

體 ノ異 ナ ルニ 從 ヒ相當 動 搖 セ リ.

    第2項 總 括 及 ビ考 按

 以 上實 驗 成 績 ヨリ明 カナル 如 ク,同 一家 兎ニ 同

一Alkohol量(10% Alkohol溶 液prokg 10cc)

ヲ投 與 シ テ モ實 驗 日 ヲ異 ニ ス レバ,其 ノ血 中竝ニ

尿 中Alkohol量 ノ消 長 ハ,最 高 値 ニ達 ス ル 時 間

(血 中 ノ夫 ハ略 々1時 間,尿 中 ノ夫 ハ2時 間 後)及

ビ元 値 ニ復 スル迄 ノ時 間(血 中 ノ夫 ハ 約5時 間,

尿 中 ノ夫 ハ6時 間 後)ハ 大體 同一 ナル モ,各 時 間

毎 ノ値 ハ必 ズ シ モ 同 一 ナ ラズ.又 各家 兎 ニ ヨ リ

Alkohol同 量(10% Alkohol溶 液prokg 10cc)

ヲ投 與 シ テ モ,其 ノ血 中竝 ニ尿 中Alkohol量 ノ消

長 ニハ若 干 ノ差 異 ヲ認 メタ リ.而 シ テ上 記Alkohol

量 ノ消長 ノ差異 ハ實 驗 的 誤 差 ノ範圍 ヲ超 エ,既 ニ

Schweisheimerノ 人體 ニ就 キ テ述 ベ タ ル如 ク其 ノ

時 々 ノ動 物體 條 件 ニ由 ル モ,又 動 物 ノ個 體 性 ノ存

在 モ亦 否 ム能 ハ ザ ル ガ如 シ.但 シ コ ノ關係 ハ 投 與

Alkohol量 ノ多 寡 ニ關 係 シ テ極 メテ 少量 ナル トキ

ハ 血 中量 竝 ニ尿 中 排 泄 量 ノ還 元 ハ ソ レ ヨ リ速 カ ナ

ル コ トハ 第3節 ニ述 ベ タ ル ガ如 シ.又Alkoholノ 血

液 竝 ニ尿 中 ニ於 ケル消 長 ノ相 互 的 關係 ニ就 キ テハ

Widmark, Miles, Sonthgate u. Carter, Haggard、

u. Greenberg等 ハ一 定 關 係 ア リ ト主 張 シ,Kionka

u. Haufeハ 之 ニ反 シ テ何 等一 定 セ ル 關係 ヲ認 メ

ズ ト言 フ.我 國 ニテ モ平 野 ハ 既 ニ實 驗 的 ニ家 兎 ニ

Alkcholヲ 投 與 シ,血 中,脊 髓 液 中,尿 中 ノ濃 度

ヲ時 間 的 ニ測 定 スル ト共 ニ之 等體 液 内 ノAlkohol

濃 度 ヲ比 較 シ,各最 高値 前 後ニ於 テ ハ 尿 中濃 度 最 モ

高 ク,脊 髓 液 内濃 度之 ニ次 ギ,血 中濃 度 最 モ低 キ モ,

其 ノ後 ニ於 テハ 血 中濃 度 ト脊 髓 液 内濃 度 トノ間 ニ

ハ略 々並 行 關 係 アル モ,血 中Alkohol濃 度 ト尿 中

濃 度 トノ 間ニハ 一 定 ノ關 係 ヲ發 見 セ ズ ト述 ベ タ リ.

余 ノ場 合 ニ於 テハ,血 中及 ビ尿 中Alkohol濃 度 ヲ

夫 々異 ナ レル家 兎ニ テ測定 シ タル ヲ以 テ 直 チ ニ之

ヲ云 々 スル ヲ得 ザ ル モ,血 中Alkohol最 高濃 度ハ

尿 中 最 高 濃 度 ヨ リ早 ク到達 シ,又 元 ノ濃 度 ニモ幾

分 早 ク復 スル傾 向 ヲ示 シ タ リ.即 チ 他 ノ藥 劑 ト齊

シ ク體 内 ニ輸 入 セ ラ レタ ルAlkoholハ 大部 分 體

内 ニ テ分 解 スル ト雖 モ,一 旦 血 管 中ニ 入 リテ 其 ノ

一部 ハ其 ノ儘 腎臟 ヨ リ排 出 サ ル ル モ ノ ノ如 ク,依

テ尿 中Alkohol量 消 長 ノ觀 察 ハ血 中Alkohol量

消長 ヲ窺 フ一 端 トナル モ ノ ト思 ハ ル可 ク,カ カル

意味 ニ 於 テ兩者 ノ間 ニ多 少 ノ因 果 的 關係 ヲ認 ムル

ヲ得 ベ シ.

  第5節 同 一 家 兎 ニ 連 日Alkoholヲ 投

      與 セ シ 場 合

    第1項 序 言

 叙 上 ノ實 驗 ニ テ家 兎 ノAlkoholニ 對 スル 個體

性 ノ一 端 ヲ窺 ヒ知 リタ ル モ,余 ハ 更 ニAlkohol-

gewohnungニ 對 スル一 助 ニ 資 スル爲 次 ノ(a)

(b)ノ 實 驗 ヲ ナシ タ リ.

    第2項 實 驗 成 績

 (a)2囘 連 續 投 與 ノ場 合 (次 頁,第6表 參 照)

 第6表 ノ如 ク3頭 ニ10% Alkohol溶 液pro kg

10ccヲ 最 初 空 腹 時 ニ投 與 シ,其 ノ血 中Alkohol

量 消長 ヲ測 定 シ,其 ノ血 中Alkohol濃 度 ガ 略 々原

値 ニ復 スル ヲ待 チ テ(實 驗 開始6-7時 間後),再

ビ最 初 ト同量 ノAlkohol溶 液 ヲ與 ヘ,其 ノ血 中

Alkohol量 消長 ヲ觀 察 シ タルニ,夫 等2消 長 曲線

ハ 多 少 ノ差 ハ アル モ著 明 ナル相 違 ヲ示 サ ズ.
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第6表

(b) 連 日投與 ノ場 合

第7表
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〔第7表 附 圖〕

 第7表 ニ示 セル 如 ク,家 兎4頭 ヲ用 ヒ,連 日10%

Alkohol溶 液pro kg 10cc宛 早 朝 空腹 時 ニ經 口的

ニ投 與 シ,其 ノ後4-5時 間 迄血 中Alkohol量 ヲ

測 定 シ,以 テ其 ノ濃 度 曲線 ヲ逐 日比 較 シ タル ニ,

家 兎Nr. 19ニ 於 テハ,第1囘 投 與 ニ比 シ連 日投 與

3日,10日 ニ テハ 大 差 ナ キ モ,連 日投 與22日 ニ

至 リテ ハ其 ノ最 高 値低 ク(0.5582‰-0.5090‰=

0.0492‰),且 元 ニ復 スル ニモ1時 間 早 ク,明 カニ

Alkohol量 消 長 曲線 ハ低 キ ヲ ミタ リ.家 兎Nr. 20

ニ於 テハ,最 早 連 日投 與3日 ニ テ第1囘 投 與 ニ比

シ其 ノ最 高値 低 ク(0.7181‰-0.6198‰=0.0983‰)

一般 ニ濃度 曲線稍々低 キモ,連 日投與10日 ニテハ
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 先 ヅ連 日投 與3日 ト大 差 無 ク,連 日投 與22日 ニ至

 リテハ,其 ノ最 高 値著 ク低 ク(0.7181‰-0.5022‰

 =0.2159‰),且 元 ニ復 スル ニ モ1時 間 早 ク,明 カ

 ニAlkohol量 消長 曲線 ノ低 キ ヲ ミタ リ.家 兎Nr.

 21ニ 於 テハ,第1囘 投 與 ニ此 シ連 日投 與7日 ニ テ

 ハ 未 ダ大差 無 ク,連 日投 與18日 ニ テハ 其 ノ最 高 値

 ニハ大 差 無 キ モ一 般 ニ 其 ノ 濃 度 曲線 漸 ク稍 々低

 ク,連 日投 與31日 ニ 至 リ テ ハ 其 ノ最 高 値低 ク

 (0.5508‰-0.5248‰=0.026‰),且 元 ニ1時 間以

 上 モ早 ク復 シ,明 カニAlkohol量 消 長 曲線 ハ 低 キ

 ヲ ミタ リ.家 兎Nr. 22ニ 於 テ ハ,第1囘 投 與 ニ

 比 シ連 日投 與7日 ニ テハ 大差 無 キ モ,連 日投 與15

 日 ニ テハ 其 ノ最 高値 低 ク(0.5847‰-0.5175‰=

 0.0672‰),且 元 ニ1時 間 以 上 モ早 ク復 シ,明 カニ

 Alkohol量 消長 曲線 ノ低 キ ヲ ミタ リ.

     第3項 總 括 及 ビ考按

  以 上 ノ實 驗 成 績 ヨ リ10% Alkohol溶 液pro kg

 10ccノ 經 口的 投 與 ニ テハ,1日 ニ一 定 ノ間 隔(6

 -7時 間)ニ テ連 續2囘 投 與 シ テ モ夫等2血 中

 Alkohol量 消長 曲線 ニ ハ 著 變 ヲ認 メ得 ズ.連 日

 投 與 ノ場 合 ニ ハ 一定 日數(15-31日)ノ 後 ニ,

 其 ノ血 中Alkohol濃 度 曲線 ニ於 テ其 ノ最 高 値 ハ

 低 クナ リ,且 元 ノ濃 度 ニ早 ク復 スル ヲ知 リタ リ.

而 シテ以 上 ノ場 合 ノ投 與量 ニ テハ 家兎 ノ一 般 状 態

 ニ認 ム可 キ變 化 無 ク,唯 投 與 後1時 間 ニシ テ少 シ

 ク元 氣 衰 ヘル ノ ミナ リ.又 同 量 ヲ15日 乃至31日

 間連 日投 與 スル モ 同 ジ ク一 般 状 態 ニハ最 初 ノ投 與

 時 ト大 差 無 キモ,而 モ猶 ホ投 與 後30分 ―1時 間―

 2時 間 ニ於 テ稍 々元 氣 ノ衰 ヘ方 少 キ ヲ認 メ,多 少

 Alkoholgewohnungヲ 得 タル如 ク ニ モ思 ハ ル.

  生 體 ノAlkohol連 用 ニ依 ル習 慣 性 ノ本 態 ニ關

 シ テハ從 來 種 々 ノ説 ア リテ之 ヲ概 括 ス レバ,(1)

 生 體 内 ニ於 ケルAlkoholノ 分 解 催 進説.(2) 中

 樞 神 經 系統 ノAlkoholニ 對 スル抵 抗 力 増 進 説.

 (3) 腎臟 ヨ リノAlkohol排 泄 機轉 増 大 説.ニ 分類

 スル ヲ得 ベ シ.

  (1) 生 體 内 ニ於 ケルAlkoholノ 分 解 催 進 説 ヲ

吟 味 セ ン ニ,Pringsheimハ1908年 家 兎 實 驗 ノ結

果,Alkoholノ 習 慣 ヲ獲 得 セシ動 物 ニ ア リテハ習

慣 セザ ル動 物 ニ比 シ,體 内Alkoholノ 燃 燒 ハ約1/3

時 間 ハ短 縮 セ ラ レ,且 其 ノ最 高 濃 度 値 モ低 キ ヲ認

メ,又 習 慣 家 兎 モ 非 習慣 家 兎 モ腎臟,肺 臟,皮 膚

ヨ リ排 泄 サル ルAlkohol量 ニ差 無 ク,屎 中 ニハ 兩

者 トモAlkoholハ 排 泄 サ レズ.又 兩者 トモ尿 中

ニ(Jlukuronsaureト 結 合 セ ルAlkoholヲ 排 出 ス

ル モ其 ノ量ニ 逕 庭 無 ク,唯 硫 酸 ニ結 合 セ ルAlkohol

ノ尿 中排 泄 ハ 習 慣 ト共 ニ稍 々増加 ス ト雖 モ,其 ノ

量 極 メテ小量 ニ シ テ 問題 トナ スニ 足 ラ ズ.畢 竟

Alkohol習 慣 性 ハ大 部 分 生體 中 ノ旺 盛 ナル酸 化 力

ニ與 ツ テ關 與 セ ル モ ノ ナ リ ト決 論 セ リ.Schweis-

heimerハ1913年 同 樣 ナル 説 ノ下 ニ,Alkohol非

習 慣者 ハAlkohol服 用後 習 慣者 ニ比 シ血 中Al-

kohol濃 度 高 値 ニ シ テ,且 徐 々 ニ元 ニ復 ス.反 之

習 慣者 ハ 速 カ ニ血 中Alkohol濃 度 最 高點 ニ達 シ,

短 時 間 止 リタ ル 後速 カ ニ下 降 ス ト述 ベ タ リ.1915

年Voltz u. Dietrichハ 犬 實驗 ノ結 果,Alkohol

吸 収 速 度 ハAlkoholニ 不 慣 レナ ル動 物 ヨ リ慣 レ

タル動 物 ノ方 が大 ナ リ,而 シテAlkohol燃 燒 速 度

モ後 者 ノ方極 僅 カ速 カ ニ酸 化 スル モ其 ノ差 ハ 僅 少

ナ リ ト決 論 セ リ.又JungmichelハWidmark

ノ意 見 ニ反 對 シ,Alkohol習 慣性 ハ體 内Alkohol

燃 燒 能 力 ヲ高 メル(31.7%迄)コ トヲ述 ベ タ リ.

其 ノ他Pringsheimト 同意 見 ナル モ ノ ニMallaby,

Hegler, Hirsch, Batteli u. Stern, Hunt等 ア

リ.本 邦 ニ テハ 高橋 氏 ハ動 物 實 驗 ニ テ,胃 中 ニ注

入 セ ラ レタ ルAlkoholハ 慣 用 スル ニ從 ヒ吸 收 速

カ トナ リ,血 行 中 ニ移 行 シ タルAlkoholモ 亦遙

ニ速 カ ニ消失 ス,而 シ テ各 個體 ニ 就 キ容 忍 率 異 ナ

ル ヲ以 テ其 ノ吸 收 速 度,消 失 速度 モ一 律 ナ ラズ,

同一 個體 ニテ モ時 ヲ異 ニ ス レバ動 揺 ア トリ述 ベ,

Pringsheimノ 説 ニ賛 意 ヲ表 セ リ.

 (2) 中 樞 神 經 系統 ノAlkoholニ 對 スル抵 抗 力

増 進 説 ノ主 唱者 ハRosenfeld及 ビ豊 島等 ナ リ.豐

島 ハ 昭 和3年 「マ ウ ス」ヲ用 ヒ實驗 ヲ ナシ次 ノ結 果
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ヲ得 タ リ.即 チAlkoholヲ 連 用 スル時 ハ 「マ ウ ス」

ヲシ テ之 ニ習 慣 セ シ ム ル コ トヲ得,該 「マ ウ ス」ハ

他 ノ脂肪 屬 ノ麻 醉 藥,「 抱 水 ク ロ ラー ル」,「ウ レ タ

ン」及 ビ 「ヴ エ ロナ ール,ナ トリ ウ ム」 ニ對 シ,相

互 間 ニ其 ノ程 度 ニ於 テ逕 庭 ヲ認 メ得 ザ ル 抗毒 性 ノ

増 進 ヲ示 ス.斯 ク ノ如 キ事 實ハ 尠 ク トモ 主 トシ テ

Alkohol習 慣 ニ際 シ,之 ニ對 シ テ抵 抗 力 ヲ獲 得 セ

ル 中樞 神 經 系統 ニ於 ケル神 經 節 細 胞 ガ他 ノ脂 肪 屬

麻 醉 藥 ニ對 シ テモ 亦抗 毒 性 ノ増 進 ヲ來 スニ因 ル外

ナ シ ト論 ゼ リ.

(3) 腎 臟 ヨ リ ノAlkohol排 泄 機 轉 増 大 説 ハ

Voltz及 ビBandrexel等 ノ主 張 セル 所 ナ リ.

而 シテ 以 上3説 ニ對 シ テハ 昭 和7年 栗 下 ハ實 驗

的 ニAlkoholヲ 家 兎 靜脈 内 ニ反 覆 注 射 スル 時 ハ,

遂 ニ家 兎 腎臟 ハ正 常 家 兎 ナ ラバ確 實 ニ酸 素 消 費量

ヲ増 加 ス可 キ 用量 ノ注 射 ニ對 シテ モ酸 素 消 費量 増

加 ヲ來 サザ ル ニ 至 ル,即 チAlkoholニ 對 シテ習

慣性 ヲ獲 得 ス ト結 論 シ,正 常家 兎 ニ テハ 注 入 セ ラ

レ タルAlkoholノ 僅 カ5%内 外 ノ ミガ肺臟,腎

臟 及 ビ皮 膚 等 ヨ リ變 化 ヲ蒙 ル コ ト無 ク排 泄 セ ラル

ル ニ過 キ ズ,假 リニ習慣 セ ル動 物 ニ於 テ腎臟 ヨ リ

ノ排 泄 ガ ヨ リ迅 速 ニ且 多量 ニ行 ハ ル ル モ ノ トスル

ニ,其 ノ際 腎 臟 ヲ單 ニ通 過 スル ノ ミニテ何 等腎 臟

ヲ刺 戟 スル コ ト無 シ トハ 思 ハ レズ.而 モ反 覆注 射

家 兎 ニ於 テ モAlkohol注 射 後 ハ血 壓 及 ビ尿 量 ニ

對 スル 作 用 ハ 大體 ニ於 テ正 常 家 兎 ノ夫 レ ト同 樣ナ

ル モ ノ ニシ テ,腎 臟 ニ對 スル 作 用絶 無 ナル ニ非 ザ

ル ニ拘 ラズ 腎臟 酸 素 消 費 量 ノ ミ増 加 無 キハ,腎 臟

實 質 細胞 ノ是 ニ對 スル鈍 感性 獲 得 ノ結 果 ニ由 ル ト

考 フル時 ニ之 ヲ滿 足 ニ了解 シ 得 ル ト述 ベ タ リ.又

Lendleハ1927年 蛙 ニ於 ケ ルAlkohol麻 醉作 用

實 驗 ノ結 果,蛙 筋細 胞 ノ是 ニ對 スル鈍 感性 獲得 ガ

習 慣性 ノ一 因 ナ リ ト主 張 セ リ.更 ニ古 クハ1899

年NeumannハAlkoholハ 細 胞 原 形 質毒 ニ シ テ,

始 ハ 生體 蛋 白 質 ヲ旺 ニ破 壞 シ,尿 中 窒素 ノ排 泄 ヲ

増 加 スル モ,遂 ニ ハ此 破 壞 作 用 減退 停 止 シ,平 常

時 ノ夫 レニ復 シ,窒 素 ノ排 泄増 加 セ ザ ル ニ及 ビ テ

茲 ニ習慣性成立 ス ト唱 フル如キ,Alkoholニ 對 ス

ル實質細胞 又ハ細胞原形質抵抗力増大ガ即チ習慣

性 ノ原 因 タ ル ヲ意味 スル トノ説 ア リ.

以 上Alkohol習 慣 性 ニハ 諸 説 ア リテ未 ダ一元

的 ニハ 決 定 セ ザ ル状 態 ニ ア リ.然 ル ニ昭和5年 平

野 ハ 健常 非 飲酒 者,飲 酒 習 慣者 及 ビ中毒 性 精神 病

者 ノAlkohol攝 取 後 ノ血 中Alkohol量 ノ消 長 ヲ

檢 索 シ,次 ノ如 クAlkohol習 慣 性 ニ對 スル 中庸 説

ヲ述 ベ タ リ.即 チ飲 酒 習慣 者 及 ビ中 毒 性精 神 病 者

ノ血 中Alkohol量 消長 ハ 非 飲 酒者 ニ比 シ,其 ノ濃

度 低 ク.著 シ ク速 カ ニ最 高値 ニ達 シ,且 速 カ ニ正

常 値 ニ復歸 ス.而 シ テ人體 ガAlkoholニ 習 慣 スル

ハ,カ カル習 慣 者 ノ神經 系統 ノAlkoholニ 對 スル

感 受性 ヲ減 ズル ニ因 ル所 多 カ ランモ,一 部 ニ於 テ

ハ 其 ノAlkohol攝 取 後 ノ 血中Alkohol量 ノ消

長 ニ於 テ,多 量 ノAlkoholニ 耐 フル如 キ態 度 ヲ示

スニ因 ル モ ノ ナ ラン,即 チ カ カル 飲酒 習 慣 者 及 ビ

Alkohol中 毒性 精神 病 者 ノ血 中Alkohol量 ノ消

長 ニ ミル特 異 性ハ,Alkohol習 慣 ニ關 與 シ テ其 ノ

分 解若 シ クハ 排 泄 促進 ノ爲 ニ惹 起 セ ラ レタ ルモ ノ

ナ ラ ン ト.

飜 ツテ余 ノ場 合 ヲ ミル ニ,小 量Alkohol連 續 投

與 ニ依 リ臨 牀 上 個體 ニ著 明 ナ ル影 響 ヲ與 ヘ ザ リシ

モ,而 モ亦 一 定 時 日Alkohol抗 與 後 家 兎 ノ元 氣衰

ヘ ザル ヲ示 セ リ.即 チ 之ニ依 テ斯 ク小 量 ノAlkohol

モ 一定 時 日連續 投 與 ス レバ,Alkoholニ 對 シ習 慣

性 ヲ得 ル モ ノ ノ如 シ.更 ニ之 ヲ裏 書 スル 事 實 ハ 此

際 ノ血 中Alkohol量 消長 曲線 ハ逐 日初 メ ニ比 シ

テ低 ク,且 短 時 間 ニ シ テ元 ニ復 スル 事 ナ リ.此 事

象 ハPringsheim等 ノ説ニ 一致 ス.然 ラバ 此場

合 ノ習 慣性 ガ果 シ テ以 上3説 中何 レニ屬 スル カハ

之 ノ ミヲ以 テ シ テハ 直 チ ニ論 ジ難 キ モ,如 上 ノ 實

驗 ヨ リ動 物 ノAlkoholニ 慣 ル ル ニ從 ヒ,體 内 ニ於

ケ ルAlkoholノ 破 壞 分 解 ガ促 進 セ ラ レ,爲 ニ血 中

Alkohol量 早 ク減 少 スル モ ノ ト推 察 スル ヲ得 ベ シ.

但 シ此際 ノ破 壞 分 解 ハAlkohol吸 收 ノ早 キ爲 カ,

酸 化 能 力 ノ高 キ爲 カハ 之 又之 ノ ミニテハ 知 リ難 シ.
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又 一方(3)ノ 説 ノ如 クAlkohol習 慣 動 物 ハ 腎 臟

ヲ通 ジテ體 外 ニ ヨ リ早 クAlkoholヲ 排 泄 スル 爲

ニ血 中Alkohol量 早 ク舊 値 ニ復 ス トノ説 ハ 一應

尤 モ ナ レ ド,余 ノ實 驗 ニ於 テハ 之等 ノ點 ヲ暗 示 ス

ル モノ無 シ.寧 ロ當 教室 佐 藤 ト共 ニ發表 セル 前 囘

報 告 ニ依 ツ テ,Alkohol解 毒 ニハ體 内酸 化 機 轉 ノ

重 大 役 目 ヲ演 ズル事 ヲ示 シ タル點 ヨ リ考 フル 時 ニ

ハPringsheim等 ノ(1)説 ニAlkohol習 慣 性 ノ

大 部 分 ノ原 因 ヲ求 ム ル ノ至 當 ナル ヲ信 ズ.

第6節 結 諭

1) Alkohol微 量 定量Widmark氏 法 ヲ追 試

シ,N/200「 チ オ硫酸 ナ トリウ ム液」ヲ使 用 セ シ ニ,

同 氏計 算 式 中k=0.565γ ナル價 ヲ得 タ リ.

2) 體 重2kg内 外 ノ雄 性 健 常家 兎 ニ早 朝 空 腹

時Alkoholヲ 經 口的 ニ投 與 シ,其 ノ血 中竝 ニ尿 中

Alkohol量 ヲ逐 時Widmark氏 法 ニ依 リ測 定 シ,

次 ノ結 果 ヲ得 タ リ.

(i) 血 中及 ビ尿 中 ニハ 生 理 的 ニ極 微 量 ノAl-

kohalヲ 含有 シ,投 與Alkohol量 ノ大 ナル 程 其 ノ

血 中竝 ニ尿 中Alkohol濃 度 曲線 及 ビ最 高 濃 度點

高 ク,且 元 ノ濃 度 値 ニ復 スル ニ長時 間 ヲ要 ス.

(ii) 同 一家 兎 ニ 同一Alkohol量(10% Alko-

hol溶 液pro kg 10cc)ヲ 投 與 スル モ,實 驗 日 ヲ異

ニ ス レバ其 ノ血 中竝 ニ尿 中Alkohol量 ノ消長 ニ

於 テ,最 高 値 ニ達 スル時 間(血 中略 々1時 間,尿

中略 々2時 間)及 ビ原 値 ニ復 スル迄 ノ時 間(血 中

略 々5時 間,尿 中略 々6時 間)ハ 大 體 同 一 ナ ル モ,

各 時 間 毎 ノ値 ハ 必 ズシ モ同 一 ナ ラズ.又 各 家兎 ニ

依 リAlkohol同 量(10% Alkohol浴 液pro kg

10cc)ヲ 投 與 シ テ モ其 ノ血 中 竝 ニ尿 中Alkohol

量 ノ消 長 ニハ若 干 ノ差 異 ヲ認 ム.

(iii) 10% Alkohol溶 液pro kg 10ccヲ1日

ニ一 定 間 隔(6-7時 間)ニ テ連 續2囘 投 與 スル モ,

夫 等2血 中Alkohol量 消 長 曲 線 ニハ著 變 ヲ認 メ

得 ズ,同 量 連 日投 與 ノ場 合 ニハ 一定 日數(15-31

日)ノ 後 ニ,其 ノ血 中Alkohol濃 度 曲線 ハ最 初 投

與時 ニ比 シ其 ノ最 高 値ハ 低 クナ リ,且 元 ノ濃 度 ニ

早 ク復 ス.即 チ 個體 ニ大 ナル 影 響 ヲ與 ヘザ ル如 キ

小 量 ノAlkoholニ テ モ連 日投 與 スル時ハ,其 ノ

Alkohol攝 取 後 ノ血 中Alkohol量 消長 ニ於 テ多

量 ノAlkoholニ 耐 フル ガ如 キ態 度 ヲ示 ス ニ至 ル.

擱 筆 スル ニ臨 ミ,終 始 御 懇 篤 ナ ル 御指 導 ヲ

賜 リシ柿 沼 教授 竝 ニ御 校閲 ノ勞 ヲ辱 ウセ シ北

山教 授 ニ深 甚 ノ謝 意 ヲ表 ス.

(本 論 文要 旨 一部 ハ 昭 和11年2月8日,岡

山 醫 學 會第47囘 總 會 ノ席 上 ニ於 テ發 表 セ リ)
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Aus der Medizinischen Klinik der Medizinischen Fakultat Okayama

(Direktoren: Prof. Dr. K. Kakinuma u. Prof. Dr. K. Kitayama).

Uber die Zustande der Alkoholmenge im Blute.

(I. Mitteilung.)

Uber die Untersuchungen der Alkoholdarreichung bei Kaninchen.

(Ergebnisse der Nachprufung der Widmarkschen Methode.)

Von

Dr. Masao Ukai.

Eingegangen am 1. Dezember 1939.

Bisher hat sich die Mcthode fur Messung der geringen Alkoholmenge im Blut

besonders in der gerichtlichen Medizin entwickelt. Seitdem 1922 Widmark eine Methode

fur Messung der Alkoholmenge im Blut erfunden hat, fand sie allgemeine Verbreitung.

1935 sagte Jungmischel uber die Bedeutung von Widmarks Methode, nachdem er sie einer

mathematischen Prufung unterworfen hatte. Nach diesem Forscher sei die Methode die

beste, die in der gerichtlichen Medizin anzuwenden ist. Bei der Nachprufung des

Verfassers wurde k von Widmarks Rechnu ?? gsformel X=k×(b-a) auf 0.565γ. (N/200

Thioschwefelsaurenatriumlosung angewendet) geschatzt. Dieser Wert stimmt mit dem-

selben von Widmark uberein. (X=k×(b-a):X-gesuchte Alkoholmenge. b-das Ein-

hundertfache von ccm-Zahl der Thioschwefelsaurenatriumlosung, das beim Vorexperi-

ment tropfenweise verbraucht wurde. a-das Einhundertfache von ccm-Zahl der Thio-

schwefelsaurenatriumlosung, die bei der zu untersuchenden Flussigkeit tropfenweise.

gebraucht wurde.)

In den folgenden Experimenten verfuhr man zur Messung der Alkoholmenge in Blut

und Harn des Kaninchens nach der obigen Methode von Widmark.

1908 stellte Grehant als Erster einen Versuch uber die Alkoholdarreichung an den

Organismus beim Hunde an. Obwohl seither verschiedene Untersuchungen ausgefuhrt

wurden, war es Dell'Acqua, der sie klinisch annahm (1932). Der letztere gab bei inneren

Krankheiten (Fettsucht, Ubersteigerung der Schilddrusenfunktion, Diabetes etc.) Alkohol,
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wobei er Alkoholblutkurven einer Untersuchung unterzog. Auch in unserem Lande

kamen die Forschungen von Hirano, Tanito etc. eine nach der andern vor, so da ?? 

heutzutage auch auf den klinischen Seiten die betreffenden Untersuchungen immer

haufiger ausgefuhrt werden.

Um die Individualitat des Kaninchens fur Alkohol zu wissen und dazu noch uber die

Alkoholgewohnung zu ermitteln, gab der Verfasser zunachst einem gesunden mannlichen

Kaninchen von ca. 2kg Korpergewicht fruh morgens in der nuchternen Zeit Alkohol

peroral. Dann ma ??  er die Alkoholmengen in seinem Blut sowie Harn. Die Resultate
waren wie folgt:

(i) Das Blut und der Harn enthalten physiologisch eine au ?? erst geringe Menge
Alkohol. Je mehr man Alkohol gibt, desto hoher sind dessen Konzentrationskurve und

sein hochster Konzentrationspunkt. Au ?? erdem braucht es dann lange Zeit, bis die
Konzentration in die ursprungliche zuruckkehrt.

(ii) Obwohl man ein und demselben Kaninchen die gleiche Alkoholmenge (10ccm
von 10% Alkohollosung pro kg) darreicht, sind die Zustande der Alkoholmenge in Blut

und Harn je nach dem Versuchstage verschieden und zwar ist die Zeitdauer bis zur

Erreichung des hochsten Wertes (beim Blut etwa eine Stunde, beim Harn etwa zwei

Stunden) und bis zur Ruckkehr in den ursprunglichen Wert (beim Blute etwa funf

Stunden, beim Harn etwa sechs Stunden) ungefahr gleich. Aber die Werte zu jeder

Stunde sind nicht immer gleich. Auch je nach Kaninchen verursacht die Dosierung der

gleichen Alkoholmenge (10ccm von 10% Alkohollosung pro kg) etwas verschiedene
Zustande der Alkoholmenge in Blut sowie Harn.

(iii) Gibt man auch in einem Tage in einem bestimmten Abstand (6-7 Stunden)
10ccm von 10% Alkohollosung pro kg zweimal hintereinander, so gibt es doch keine

erhebliche Veranderung in den Alkoholkurven von zwei Blutarten. Bei der taglichen

Dosierung'einer gleichen Menge wird der hoehste Wert der Alkoholkonzentrationskurve

des Blutes niedriger als derselbe zur Zeit der ersten Darreichung, und die ursprungliche

Konzentration kehrt schneller zuruck. Die geringe Alkoholmenge, die auf das In-

dividuum nicht so gro ?? en Einflu ??  ausuben kann, erzeugt bei ihrer taglichen Dosierung

ein Verhalten, als ob es nach Alkoholgenu ??  im Zustand der Blutalkoholmenge eine gro ?? e

Alkoholmenge zu ertragen vermochte. (Autoreferat)
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